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三角西港（宇城市：写真提供　熊本県）

　近代国家の威信をかけた明治三大築港のひとつである。明治政府か
ら派遣されたオランダ人ムルドルが設計、現在も当時の石積埠頭や水
路などがそのまま残っており国重要文化財に指定されている。

主な内容
・石破農水大臣へ本県農業への取組み要請
・畜産・酪農対策全国代表者集会
・日本農民栄誉賞の贈呈
・ガンバッテいます：西富大二郎さん
　　　　　　　　　  フレッシュミズ植木支部
・各連合会からのお知らせ

　

三
月
三
日
、
東
京
地
検
特
捜
部
は
、
民
主
党
小
沢
代

表
の
公
設
第
一
秘
書
、
西
松
建
設
前
社
長
及
び
元
総
務

部
長
を
逮
捕
し
た
。

　

こ
れ
は
、準
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
「
西
松
建
設
」（
東
京
都
）

の
Ｏ
Ｂ
が
設
立
し
た
「
新
政
治
問
題
研
究
会
」「
未
来
産

業
研
究
会
」
等
の
ダ
ミ
ー
の
政
治
団
体
を
通
じ
、
小
沢

代
表
の
資
金
管
理
団
体
「
陸
山
会
」
が
、
二
千
百
万
円

の
政
治
献
金
を
受
領
し
、
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
虚

偽
の
記
載
を
し
た
と
の
疑
い
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
資

金
管
理
団
体
の
事
務
局
長
を
し
て
い
た
の
が
、
公
設
第

一
秘
書
で
あ
る
。

　

麻
生
政
権
の
支
持
率
が
十
％
台
で
低
迷
し
、
衆
議
院

の
解
散
・
総
選
挙
も
取
り
ざ
た
さ
れ
る
中
で
の
、
逮
捕

で
あ
る
。
民
主
党
で
は
、
総
選
挙
を
前
に
し
た
小
沢
代

表
秘
書
の
逮
捕
は
、
明
ら
か
な
「
国
策
捜
査
」
と
ま
で

言
わ
れ
て
い
る
。

　

小
沢
代
表
は
、
記
者
会
見
で
「
な
ん
ら
や
ま
し
い
こ

と
は
な
い
。」
と
、
違
法
性
を
否
認
し
、
代
表
辞
任
も
考

え
が
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
で
、

説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。

　

こ
の
他
に
、｢

西
松
建
設｣

は
、銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
実
在

の
社
員
や
家
族
60
名
の
無
断
使
用
の
名
義
で
、二
階
経
済
産

業
相
が
代
表
を
務
め
る
政
党
支
部
口
座
に
、毎
年
３
０
０
万

円
を
振
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
発
覚
し
て
い
る
。

　

更
に
平
成
十
六
年
か
ら
十
八
年
に
、
こ
の
ダ
ミ
ー
団
体
は
、

自
民
党
の
国
会
議
員
や
自
治
体
首
長
及
び
派
閥
等
の
パ
ー

テ
ィ
券
購
入
が
２
千
万
円
を
越
え
、
こ
の
中
で
も
二
階
経
産

相
分
が
突
出
し
て
お
り
、
特
捜
部
は
、
違
反
す
る
行
為
が
な

か
っ
た
か
捜
査
に
着
手
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
何
度
も
「
政
治
と
金
の
問
題
」
が
事
件

と
な
り
、
そ
の
た
び
に
、
国
民
の
政
治
不
信
は
高
ま
っ

て
き
た
。

　

今
後
、
捜
査
の
展
開
を
見
守
り
な
が
ら
も
、
今
度
こ
そ
、

健
全
で
安
心
で
き
る
政
治
を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
あ
る
。



全
力
を
挙
げ
て
取
組
ん
で
い
ま
す

が
、
農
業
・
農
村
は
大
変
な
苦
境

に
た
た
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
県
の
実
情

を
十
分
に
ご
推
察
の
上
、
左
記
事

項
に
つ
い
て
早
急
に
取
組
ま
れ
る

よ
う
石
破
茂
農
林
水
産
大
臣
に
要

請
し
た
。

■１
．
水
田
農
業
政
策
に
つ
い
て

○ 

水
田
農
業
政
策
の
抜
本
的
見
直

し
に
つ
い
て

　

水
田
農
業
政
策
の
抜
本
的
見
直

し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画

生
産
に
基
づ
く
価
格
の
安
定
及
び

水
田
フ
ル
活
用
を
基
本
と
し
た
中

で
、
再
生
産
可
能
な
農
業
所
得
安

定
確
保
対
策
の
充
実
強
化
を
図
る

こ
と
。

○ 

自
給
率
向
上
作
物
の
生
産
性
拡

大
対
策
の
実
施
に
つ
い
て

　

国
内
の
農
業
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
、
生
産
調
整
の
実
効
性
確

保
を
基
本
に
、
麦
・
大
豆
や
飼
料

用
米
、
米
粉
用
米
等
の
自
給
率
向

上
作
物
を
増
産
さ
せ
る
仕
組
み
を

確
立
し
、
生
産
性
拡
大
へ
の
取
り

組
み
を
強
化
す
る
こ
と
。

○ 

国
内
備
蓄
米
の
確
保
に
つ
い
て

　

我
国
の
食
料
安
全
保
障
の
観
点

　

２
月
13
日
、
熊
本
市
内
で
石
破

茂
農
林
水
産
大
臣
と
の
懇
談
会
が

自
民
党
熊
本
県
支
部
の
主
催
で
開

催
さ
れ
、農
用
地
の
減
少
、自
給
率
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

席
上
、
園
田
俊
宏
Ｊ
Ａ
熊
本
中

央
会
会
長
が
、
担
い
手
の
急
速
な

高
齢
化
の
中
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
挙

げ
て
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
理
念
に
も
と
づ
き
、
安
全
・
安

心
な
農
産
物
の
提
供
は
も
と
よ
り
、

地
域
農
業
の
振
興
や
構
造
改
革
に

か
ら
、
稲
作
生
産
と
農
家
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
に
も
国
民
的

な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
下
に
適
正
水

準
の
食
料
備
蓄
を
行
う
こ
と
。

■２
．
農
業
に
お
け
る
経
営
安
定
対

策
等
の
確
立
に
つ
い
て

　

原
油
等
生
産
資
材
の
急
激
な
高

騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に

対
し
て
は
、
コ
ス
ト
上
昇
分
に
直

接
対
応
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

対
策
等
、
再
生
産
可
能
な
品
目
別

の
経
営
安
定
対
策
を
早
急
に
確
立

す
る
こ
と
。

■３
．
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・
確

保
対
策
の
実
施
に
つ
い
て

　

地
域
の
農
業
振
興
と
集
落
の
維

石破農水大臣に
要請
JA グループを代表して、園田俊宏ＪＡ熊本中央会会長が石破
農水大臣に本県農業の政策について要請した。

要　

請　

事　

項
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持
・
発
展
を
図
る
た
め
に
、
個
別
経
営
は
も

と
よ
り
、
集
落
営
農
組
織
や
農
業
法
人
等
の

多
様
な
担
い
手
を
育
成
・
支
援
強
化
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
多
様
な

担
い
手
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
体
制
整
備
を

図
る
こ
と
。

■４
．
農
地
流
動
化
対
策
の
充
実

　

優
良
農
地
の
確
保
、
農
地
の
面
的
集
積
等

農
地
の
最
大
限
か
つ
効
率
的
に
活
用
す
る
仕

組
み
や
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
等
農
地
の
保

全
・
流
動
化
等
に
つ
い
て
は
、
国
、
行
政
が

責
任
を
も
っ
て
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。

　

特
に
中
山
間
地
等
条
件
不
利
地
域
に
お
い

て
は
、
国
土
・
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
も
考

慮
し
、
保
全
管
理
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

■５
．
十
分
な
農
業
予
算
の
確
保

　

食
料
の
安
定
供
給
を
基
本
に
、
農
業
の
持

続
的
発
展
と
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
た
め
に

は
、
農
業
振
興
と
農
村
の
活
性
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
関
係
予
算
は
平

成
12
年
３
兆
４
、２
７
９
億
円
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
、
21
年
度
農
業
予
算
（
案
）
は
、

２
兆
５
、
６
９
５
億
円
と
一
般
会
計
予
算

88
兆
５
、６
０
５
億
円
の
３
％
に
も
満
た
な

い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
世
界
的
な
食
料
逼
迫
の
現
状
の

中
で
、
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
十

分
な
農
業
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

穀
物
価
格
の
高
止
ま
り
や
生
産
性
向
上

の
た
め
の
設
備
投
資
の
増
大
等
に
よ
り
、

生
産
コ
ス
ト
が
構
造
的
に
上
昇
し
て
い

る
。
ま
た
、
畜
産
物
の
価
格
は
消
費
不
振

等
に
よ
り
大
幅
に
下
落
し
て
お
り
、
我
国

の
畜
産
・
酪
農
生
産
者
の
経
営
を
著
し
く

圧
迫
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
飼
料
価
格
の
高

騰
に
よ
り
畜
産
・
酪
農
経
営
の

負
担
が
蓄
積
し
て
お
り
、
配
合

価
格
が
短
期
的
に
下
落
し
て
も

長
中
期
に
は
経
営
体
力
の
悪
化
、

生
産
基
盤
の
弱
体
化
が
大
き
く

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
生
産

者
が
将
来
を
展
望
で
き
、
経
営

の
安
定
と
生
産
基
盤
の
維
持
・

拡
大
が
で
き
る
畜
産
・
酪
農
政

策
の
実
現
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。

　

よ
っ
て
平
成
21
年
度
畜
産
・

酪
農
政
策
価
格
・
関
連
対
策
に

関
す
る
要
請
実
現
の
た
め
、
全

国
の
農
業
者
の
総
意
を
結
集
す

る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
者
等
に

よ
る
全
国
代
表
者
集
会
を
開
催
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
鹿
児
島
、
宮
崎
、

熊
本
の
三
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
26
日
、
黒

毛
和
種
の
各
種
事
業
の
充
実
を
柱
に
、
今

回
は
じ
め
て
南
九
州
三
県
合
同
要
請
集
会

を
開
い
た
。

平
成
21
年
度
畜
産
・
酪
農
対
策

全
国
代
表
者
集
会
開
催
さ
れ
る

　

２
月
27
日
、
東
京
都
内
で
全
国
農
業
者
・
Ｊ
Ａ
代
表
者
等
７
０
０
名

を
集
め
、
平
成
21
年
度
畜
産
・
酪
農
対
策
全
国
代
表
者
集
会
を
開
催
し
た
。

　

県
青
壮
年
部
Ｏ
Ｂ
で
構
成
す
る
「
日
本
農

業
を
守
る
会
」
が
初
代
受
賞
と
し
て
、
農
林

水
産
大
臣
を
務
め
た
故
松
岡
利
勝
衆
議
院
議

員
に
、
18
年
に
亘
っ
て
日
本
農
業
の
た
め
に

尽
力
し
た
功
績
を
讃
え
、「
日
本
農
民
栄
誉

賞
」
を
贈
っ
た
。

　

当
日
は
、
同
会
の
古
荘
則
幸
会
長
が
県
Ｊ

Ａ
会
館
を
訪
れ
県
農
業
者
政
治
連
盟
へ
「
日

本
農
業
の
基
盤
を
支
え
た
最
高
の
政
治
家
で

あ
り
、
功
績
を
讃
え
た
い
」
と
賞
状
を
手
渡

し
た
。

日
本
農
民
栄
誉
賞
を
贈
呈

日
本
農
業
を
守
る
会
が
、
故
松
岡
利
勝
農
相

に
初
代
受
賞
と
し
て
「
日
本
農
民
栄
誉
賞
」

を
贈
呈
。

▲右端が古荘則幸会長（県農政連事務所にて）
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ＪＡくま青壮年部活動報告
　ＪＡくま青壮年部は、水上、湯前、多良木、あさぎり、錦、相良、山江、人吉、球磨村の９支部より構成され、
税所部長のもと盟友５７７名で活動しています。

　ＪＡくま青壮年部部長税所昭彦です。
　ＪＡくま青壮年部は知恵を出し合い、先頭に立って行動します。

「食の安全・安心パレード」
　私たちＪＡくま青壮年部は、農業そして地域の担い手として、誇り高き青年の
情熱を持ち、率先して農業の活性化と食料自給率の向上に重要な役割を果たす
とともに、食農教育の強化など消費者に働きかけることを通じ、その実現に向け
努力している。そのことを消費者に理解が広まるようにパレードを行った。

青壮年部大会
　平成20 年度青壮年部大会を９月30 日に開催。出席者約１７０名。税所部長よ
り「盟友の主張を聞いてパワーをもらい、明日につなげていきたい。」とあいさ
つ。盟友の主張では、7 人が農業や経営に対する考え、今後の目標などを発表。
　・盟友の主張最優秀賞　鶴本誠二さん　「妻と共に　あのハチドリのように」
　・看板コンクール最優秀賞　あさぎり支部　「日本の宝物」
　・青年の歌「君と」コンクール最優秀賞　上原・愛甲（多良木支部）

看板コンクール「地上賞」受賞
　９月30 日の青壮年大会において、最優秀賞を受賞したあさぎり支部の「日本
の宝」が、平成20 年度「ＪＡ青年組織手づくり看板全国コンクール」において、

「地上賞」を受賞。２月17、18 に開催されたＪＡ全国青年大会において表彰。

ＪＡ役員・青壮年部・女性部との意見交換会
　意見交換の場を作ることで、ＪＡと青壮年部・女性部との連携をより深めるこ
とと、現場の意見や問題をより詳細に認識し共有することで、ＪＡをより良き方
向へ導くために毎年開催している。今回は各専門委員会委員長にも出席いただ
いた。

学童農園
　食農教育推進の一環として、ＪＡくま女性部と連携をとり、子供たちに田植
え・稲刈りという一連の米づくり、またその他の農産物作りを通じ、農産物への
感謝・興味・安全性を学ぶことを目的に取り組んでいる。

食料・農業に対する理解促進運動
　「農畜産物の価格低迷」や「農業生産コスト上昇」などの、農業の経営危機を消
費者に理解してもらうことを目的として、１０００枚のチラシを配り、「食と農
を守ろう！」「国産で安心な食生活を！」と書かれた横断幕を掲げ、「食料自給の
大切さ」や「食の安全性」などを訴えた。

ＪＡくま青壮年部支部長は愛妻家
　１月29 日支部長・事務局合同会議終了後、愛妻を交えての新年会を開催。本
年４月の役員の任期満了に伴い、青壮年部活動を広き心を持って支えて頂いた
愛妻へ、感謝の気持ちを込めて、「愛しているよ」の一声と花束を贈呈。
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西富大二郎さん
ＪＡ熊本市

●
農
業
に
魅
力

　

熊
本
市
は
、熊
本
城
の
本
丸
御
殿
の
修
復
を
皮

切
り
に
、「
一
口
城
主
制
」や
「
清
正
公
ゆ
る
キ
ャ

ラ
」と
熊
本
城
は
上
げ
潮
。　

　

一
方
、特
産
品
で
は
、み
か
ん
、メ
ロ
ン
、ナ
ス
な

ど
が
有
名
で
す
。

　

西
富
さ
ん
は
、昭
和
44
年
12
月
に
生
ま
れ
、京
都

教
育
大
学
教
育
学
部
を
卒
業
。

　

家
が
専
業
農
家
で
あ
り
、農
業
に
魅
力
を
感
じ

た
の
で
帰
熊
し
て
、農
業
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

現
在
、水
稲
２
．４
ha
、麦
６
．０
ha
、大
豆
３
．３

ha
を
栽
培
し
て
お
り
、Ｊ
Ａ
熊
本
市
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。ま
た
、父
は
、野
菜
栽
培
に
精
を
出
し
て

お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
優
良
種
子
の
栽
培

　

Ｊ
Ａ
経
済
連
米
穀
農
産
部
内
に
あ
る
、熊
本
県
主

要
農
作
物
改
良
協
会
の
指
定
を
受
け
て
、稲
は
「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」、「
秋
の
色
」、麦
は
「
シ
ロ
ガ
ネ
コ
ム
ギ
」、

大
豆
は
「
フ
ク
ユ
タ
カ
」の
優
良
種
子
の
栽
培
に
も

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
最
近
は
、天
候
不
順
や
病
害
な
ど
か
ら
、種
子
の

生
産
が
不
安
定
で
あ
り
、種
子
の
発
芽
の
良
否
、不
良

な
種
子
、異
品
種
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
気
を
使
い

ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

●
大
豆
を
活
か
し
て
納
豆
を

　

大
豆
栽
培
は
、２
、３
年
以
上
連
作
す
る
と
、病

虫
害
の
発
生
や
土
壌
の
養
分
供
給
力
の
低
下
に

よ
り
、減
収
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
麦
と
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
対

応
。

　

特
に
、虫
害
は
困
っ
た
も
の
で
、ヨ
ト
ウ
虫
、カ

メ
ム
シ
等
に
対
し
て
８
月
頃
の
開
花
期
以
降
、数

回
の
散
布
を
行
い
ま
す
。

　
「
最
近
、母
が
、発
酵
さ
せ
る
機
械
を
購
入
し

て
、手
塩
に
か
け
て
栽
培
し
た
大
豆
を
使
っ
て
納

豆
を
作
り
始
め
、店
頭
販
売
を
始
め
た
と
こ
ろ
、

好
調
な
売
れ
行
き
で
、先
が
楽
し
み
で
す
」と
思

わ
ず
頬
が
緩
み
ま
す
。

●
規
模
拡
大
と
加
工
品
に
挑
戦

　

麦
、大
豆
の
生
産
は
、資
材
高
騰
等
で
厳
し
い

経
営
状
況
に
あ
り
、国
の
政
策
対
応
が
な
け
れ
ば

や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。

　
「
現
状
の
栽
培
規
模
で
は
、さ
ら
に
厳
し
い
状
況

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、麦
、大
豆
の
栽
培
規
模
を
拡

大
し
て
、経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
た
い
。特
に

大
豆
、麦
を
作
る
こ
と
か
ら
、加
工
品
作
り
に
も
力

を
入
れ
、納
豆
や
味
噌
作
り
、さ
ら
に
野
菜
も
含
め

た
直
売
事
業
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。」と
生
産

規
模
拡
大
や
、農
産
品
の
販
売
力
を
高
め
る
経
営

に
、意
欲
を
見
せ
る
西
富
さ
ん
で
す
。

JA鹿本フレッシュミズ
植木支部のみなさん

　

今
回
は
、Ｊ
Ａ
鹿
本
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
植
木
支
部

の
数
名
に
取
材
し
ま
し
た
。生
活
指
導
員
の
高
宗
さ

ん
に
も
参
加
い
た
だ
き
、た
く
さ
ん
の
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
初
め
て
の
農
業

　

こ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
、前
田
和
代
さ
ん

を
中
心
に
、八
名
で
構
成
さ
れ
、そ
の
う
ち
六
名
が

就
農
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、結
婚
す
る
ま
で
農

業
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
方
ば
か
り
で
し
た
。農

業
に
つ
い
て
、ど
う
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
農
業
を
手
伝
い
始
め
た
時
は
、な
ん
で
も
新
鮮

に
映
り
ま
し
た
。ハ
ウ
ス
に
入
れ
る
こ
と
、野
菜
が

ど
う
や
っ
て
育
ち
、ど
ん
な
風
に
実
っ
て
い
る
の

か
、を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

　

そ
の
他
に
も
夫
や
子
供
と
一
緒
に
、作
業
で
き
る

こ
と
が
楽
し
い
と
の
意
見
も
。

　
「
今
で
は
、作
業
の
要
領
が
分
か
り
始
め
、一
人
で

の
作
業
が
増
え
ま
し
た
。気
楽
な
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、目
の
前
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、次
の
作
業
の
こ

と
も
考
え
て
し
ま
う
の
で
、今
の
ほ
う
が
大
変
だ
と

感
じ
ま
す
。」

●
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
の
活
動
状
況

　

主
な
活
動
と
し
て
、廃
油
石
け
ん
作
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。す
で
に
10
年
以
上
続
い
て
い
る
活
動
で
、

四
月
か
ら
七
月
に
掛
け
て
制
作
。出
来
た
石
け
ん

は
、植
木
管
内
の
Ｊ
Ａ
支
店
に
置
い
て
も
ら
う
他
、

植
木
町
で
８
月
に
開
催
の
「
は
っ
て
ん
祭
」で
販
売

し
ま
し
た
。そ
こ
で
は
石
け
ん
だ
け
で
な
く
、手
作

り
の
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
販
売
し
好
評
で
し

た
。

　

12
月
に
は
、親
子
自
由
参
加
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
催
。料
理
や
お
菓
子
を
各
自
持
ち
寄
っ
て
、親
子

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
み
ん
な
の
憩
い
の
場
と
し
て

　

毎
月
大
体
一
回
を
定
例
と
し
て
、打
合
せ
を
行
い

ま
す
。計
画
を
立
て
る
こ
と
の
他
に
も
、お
互
い
の

悩
み
、不
安
の
相
談
を
し
あ
っ
た
り
、一
緒
に
連
れ

て
き
た
子
供
達
の
遊
び
場
に
も
な
っ
た
り
。フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
の
集
ま
り
は
、程
よ
い
憩
い
の
場
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
今
後
の
抱
負

　
「
新
規
の
部
員
を
増
や
す
こ
と
。そ
し
て
活
動
を

広
げ
る
こ
と
。で
も
、無
理
せ
ず
、和
気
あ
い
あ
い
と

や
っ
て
い
き
た
い
。」

　

ま
た
、生
活
指
導
員
の
高
宗
さ
ん
も
、「
農
業
に
関

わ
る
女
性
に
と
っ
て
、フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
と
て
も

良
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
。そ
し
て
、親
子
で
交
流

を
続
け
る
事
が
出
き
る
。こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け

た
い
の
で
、部
員
増
員
の
た
め
の
企
画
を
考
え
中
で

す
。」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

人
数
は
少
な
く
て
も
、皆
様
の
生
き
生
き
と
し
た

姿
と
、指
導
員
の
高
宗
さ
ん
の
熱
意
が
印
象
的
で
し

た
。前

列
左
か
ら
前
田
さ
ん
、小
佐
井
さ
ん
、高
永
さ
ん
。

後
列
左
か
ら
、
宮
崎
さ
ん
、
楠
本
さ
ん
、
上
村
さ
ん
、

松
本
さ
ん
。
部
員
の
う
ち
片
山
さ
ん
は
お
休
み
と

の
こ
と
。

（5）231 号　みどりの風　2009 年３月 15 日 



Ｊ
Ａ
中
央
会

Ｊ
Ａ
経
済
連

  

熊
本
県
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
で
構
成
す
る

熊
本
県
農
畜
産
物
輸
出
促
進
協
議
会
は
２
月

５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
４
日
間
、
香
港
で
県

産
農
畜
産
物
の
宣
伝
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
初
め
て
蒲
島
郁
夫
県
知
事
も
同

行
、
Ｊ
Ａ
関
係
で
は
県
酪
連
の
吉
田
孝
壽
会

長
、
Ｊ
Ａ
た
ま
な
の
城
内
孝
義
組
合
長
、
Ｊ

Ａ
熊
本
経
済
連
の
武
部
満
専
務
、
Ｊ
Ａ
熊
本

中
央
会
の
江
誠
一
郎
常
務
が
参
加
、
総
数
15

人
に
よ
る
本
格
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
な

り
ま
し
た
。

　

香
港
で
販
売
し
て
い
る
県
産
物
は
、
イ
チ

ゴ
（
ひ
の
し
ず
く
）、
ミ
カ
ン
、
甘
藷
等
の
他
、

牛
乳
、
デ
コ
ポ
ン
プ
リ
ン
等
の
加
工
品
等
。

　

一
行
は
、
現
地
政
府
関
係
者
や
貿
易
有
限

公
司
、
大
手
量
販
店
を
積
極
的
表
敬
訪
問
し

た
他
、
７
日
に
は
、
大
手
量
販
店
の
Ｙ
Ａ
Ｔ

Ａ
、
Ｕ
Ｎ
Ｙ
、
香
港
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
等
で
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

　

初
め
て
海

外
で
店
頭
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た

蒲
島
知
事

は
、
言
葉
の

分
か
ら
な

い
外
国
の
消

費
者
に
緊
張

し
た
面
持
ち

で
「
と
て
も

美
味
し
い
熊
本
県
の
”
ひ
の
し
ず
く
”
と
い

う
イ
チ
ゴ
で
す
。
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
消
費
者

は
「
と
て
も
甘
く
美
味
し
い
で
す
ね
。」
と

答
え
て
い
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
こ
れ
を
機
に
今
後
も
香

港
、
台
湾
、
タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
本
格

的
に
販
売
促
進
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　

熊
本
県
・
Ｊ
Ａ
中
央
会
・
経
済
連
等
で
構

成
す
る
熊
本
県
水
田
農
業
推
進
協
議
会
は
２

月
19
日
、
熊
本
市
で
「
米
政
策
改
革
研
修
会
」

を
開
き
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
、
行
政
関
係
の
担
当

者
ら
約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

関
係
団
体
を
対
象
に
、
米
の
生
産
調
整
に

係
る
取
組
み
や
、
米
政
策
改
革
に
係
る
各
対

策
の
内
容
及
び
、
事
務
処
理
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

ま
ず
主
催
者
と
し
て
、
熊
本
県
農
林
水
産

部
の
麻
生
秀
則
農
産
課
長
と
中
央
会
・
連
合

会
営
農
生
活
セ
ン
タ
ー
の
高
濱
頼
光
セ
ン

タ
ー
長
が
「
飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
等
の
作

付
け
で
耕
作
放
棄
地
を
な
く
し
、
水
田
フ
ル

活
用
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

研
修
で
は
、
①
米
・
麦
・
大
豆
を
巡
る
情

勢
に
つ
い
て
②
水
田
等
有
効
活
用
促
進
交
付

金
に
つ
い
て
③
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
に

つ
い
て
④
耕
畜
連
携
水
田
活
用
対
策
に
つ
い

て
⑤
水
田
最
大
活
用
推
進
緊
急
対
策
に
つ
い

て
⑥
集
荷
円
滑
化
対
策
に
つ
い
て
を
学
び
ま

し
た
。

蒲
島
熊
本
県
知
事
、
香
港
で
初
の

県
産
物
Ｐ
Ｒ

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
３
月
２
日
、
熊
本

市
で
、
県
統
一
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
発
表
し

ま
し
た
。
出
荷
に
伴
う
段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
に

採
用
し
、
熊
本
県
産
農
畜
産
物
の
全
国
的
な

販
売
促
進
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
Ｊ
Ａ
品
目
ご
と
に
マ
ー
ク
が

あ
っ
た
が
、「
熊
本
は
一
つ
」
と
の
合
言
葉

の
下
で
、
統
一
マ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た
。

　

上
村
幸
男
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
会
長
は
記
者

会
見
で
「
熊
本
農
業
の
新
た
な
旗
印
と
な
る

統
一
マ
ー
ク
の
下
に
、
生
産
者
・
組
合
員
、

Ｊ
Ａ
組
織
が
結
集
し
、
産
地
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
」
と
強
調
。
園
田
中
央
会
会
長
は
「
農

家
手
取
り
を
最
大
限
に
す
る
努
力
を
し
た

い
」
と
決
意
を
込
め
ま
し
た
。

県
統
一
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
決
定

　

統
一
マ
ー
ク
は
約
２
０
０
０
点
の
応
募
の

中
か
ら
、
東
京
都
在
住
の
佐
藤
幸
雄
さ
ん

（
60
）の
作
品
を
選
び
ま
し
た
。
併
せ
て
、マ
ー

ク
入
り
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
関
連
グ
ッ
ズ
も

作
成
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
生
産
・
販
売
戦
略
や
、
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
対
策
は
現
在
検
討
中
だ
が
、
品
目

ご
と
に
統
一
ブ
ラ
ン
ド
の
基
準
、
自
主
運
営

ル
ー
ル
を
決
め
、
首
都
圏
を
中
心
に
県
産
農

畜
産
物
の
販
売
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
園
芸
部
門
で
は
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
が
昨
年
立
ち
上
げ
た
、

青
果
物
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
熊
本
が
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
持
つ
主
要
品

目
の
計
画
的
な
販
売
、
統
一
的
な
価
格
交
渉

を
、
統
一
マ
ー
ク
を
て
こ
に
し
て
強
力
に
進

め
て
い
く
方
針
で
す
。

▲香港の消費者にＰＲする蒲島知事

▲左から園田中央会会長、最優秀賞の佐藤幸雄さん」、
上村経済連会長、星加選考部会長（崇城大学准教授）

▲県統一ブランドマーク

水
田
フ
ル
活
用
等
で
米
政
策
改
革

学
ぶ
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Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

Ｊ
Ａ
共
済
連

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様

に
、
よ
り
一
層
の
安
心
・
便
利
を
ご
提
供
す
る
た

め
、
Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
「
Ｊ

Ａ
カ
ー
ド
」
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
機
能
と
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
機
能
が
1
枚
に
な
っ
た
、
よ
り
安

全
で
便
利
な
「
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
（
一
体
型
）」
も
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
満
載
の
「
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
」・「
Ｊ

Ａ
カ
ー
ド
（
一
体
型
）」
を
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

そ
の
１　

年
会
費
が
お
得
！

　

初
年
度
年
会
費
無
料（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
は
除
く
）

・
一
般
カ
ー
ド
の
次
年
度
年
会
費
は
、
本
人
会
員
１
、

３
１
２
円
（
税
込
）、
家
族
会
員
４
２
０
円
（
税
込
）

・
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
は
、
初
年
度
よ
り
本
人
会
員

１
０
、５
０
０
円
（
税
込
）、
家
族
会
員　

無
料

　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
，
次

年
度
年
会
費
も
無
料

　
（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
は
除
く
）

＊
た
だ
し
、
ロ
ー
ド
ア
シ
ス
タ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
付
カ
ー

ド
の
場
合
、
ロ
ー
ド
ア
シ
ス
タ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
年
会

費
４
７
２
円
（
税
込
）
の
み
次
年
度
よ
り
別
途
か
か

り
ま
す
。

①
年
間
12
万
円
以
上
の
カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
利

用
②
電
気
料
金
の
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
支
払
い 

（
注
１
）

③
携
帯
電
話
料
金
の
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
支
払
い 

（
注

２
）

（
注
１
） 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、
口
座
振
替
割

引
52
・
５
円
（
税
込
）
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
（
北
海
道
電
力
、東
北
電
力
、

沖
縄
電
力
で
は
口
座
振
替
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

（
注
２
）  

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、
ウ
ィ

ル
コ
ム
、
イ
ー
・
モ
バ
イ
ル
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
２　

Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
「
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
オ
リ

ジ
ナ
ル
特
典
」

　

Ｊ
Ａ-

Ｓ
Ｓ
で
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
す
と
，
2
円
／
㍑
割
引
！

　
（
平
成
22
年
3
月
31
日
ご
利
用
分
ま
で
）

＊
一
部
対
象
と
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ-

Ｓ
Ｓ
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ご
利
用
い
た
だ
く
Ｊ
Ａ-

Ｓ
Ｓ
に
て
ご
確

認
下
さ
い
。

＊
割
引
は
ハ
イ
オ
ク
・
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
カ
ー
ド
ご
利
用
代
金
口
座
引

き
落
と
し
の
際
に
、
割
引
し
た
額
に
よ
る
引
き
落
と

し
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
代
金
請
求
書
に
て
ご
確
認

下
さ
い
（
ご
利
用
代
金
請
求
時
に
は
、
割
引
前
・
割

引
後
そ
れ
ぞ
れ
の
値
段
が
表
示
さ
れ
ま
す
）。

そ
の
３　

安
心
の
海
外
旅
行
傷
害
保
険
サ
ー
ビ
ス

が
自
動
付
帯

　
　

海
外
旅
行
中
の
病
気
や
ケ
ガ
は
も
ち
ろ
ん
、

カ
メ
ラ
等
の
携
行
品
が
破
損
し
た
、
あ
る
い
は

ホ
テ
ル
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
汚
し
て
し
ま
っ
た
場

合
の
損
害
賠
償
に
も
適
用
さ
れ
る
安
心
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

＊
海
外
旅
行
傷
害
保
険
は
、
ご
入
会
日
以
降
に
出
発
さ

れ
る
海
外
旅
行
よ
り
自
動
付
帯
と
な
り
、
ご
旅
行
の

つ
ど
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
補
償
期
間
は
、
一
旅

行
（
日
本
出
発
か
ら
帰
国
ま
で
）
あ
た
り
最
長
90
日

間
で
す
。

　

そ
の
他
多
彩
な
サ
ー

ビ
ス
が
満
載
!!　

Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
お
近
く
の

Ｊ
Ａ
窓
口
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

今
持
つ
な
ら　

頼
れ
る
一
枚　

安
全
・
お
得
・
便
利
な
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
で
す

～
Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
！
～

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
健
康
や
介
護
、
育
児
に

つ
い
て
の
悩
み
ご
と
、
気
に
な
る
こ
と
を
看

護
師
や
介
護
支
援
専
門
員
、
医
師
な
ど
が
直

接
電
話
で
お
答
え
す
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
予
防
や
肥
満
な
ど
の
生
活
全
般

の
健
康
相
談
、
医
療
機
関
の
情
報
提
供
、
介

護
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
ご
相
談
を
、
経
験
豊
か

な
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
お

受
け
し
ま
す
。
医
師
（
精
神
科
・
診
療
内
科

を
除
く
）
に
よ
る
専
門
的
な
相
談
も
利
用
時

間
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

（
予
約
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

ま
た
、
お
名
前
は
お
伺
い
し
ま
せ
ん
の
で

安
心
し
て
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
安
心
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
◆

１
．
相
談
料
・
通
話
料
と
も
無
料
で
す
。

２
．
お
名
前
は
う
か
が
い
ま
せ
ん
の
で
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
ま
す
。

３
．
経
験
豊
か
な
看
護
師
や
介
護
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
お
答
え
し

ま
す
。

４
．
医
師
（
精
神
科
・
心
療
内
科
を
除
く
）

に
よ
る
専
門
的
な
相
談
も
利
用
時
間
内

で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
　

※
予
約
に
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

電
話
で
気
軽
に
、
健
康
と
介
護
の
ア
ド
バ
イ
ス

Ｊ
Ａ
共
済
の
健
康
・
介
護
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

◆
こ
ん
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
◆

・
血
圧
の
こ
と
が
気
に
な
る
。

・
子
ど
も
の
ア
ト
ピ
ー
を
何
と
か
和
ら
げ

た
い
。

・
い
ま
飲
ん
で
い
る
薬
に
つ
い
て
教
え
て

ほ
し
い
。
病
院
で
は
聞
き
に
く
く
て
。

・
介
護
を
し
て
い
て
不
安
な
こ
と
が
色
々

あ
る
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
…
話
を

聞
い
て
ほ
し
い
。
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●　

早
春
の
頃
、
沈
丁
花
の
い
い
香
り
が
一
面
に

漂
い
始
め
ま
す
。
後
に
、
い
い
香
り
が
残
る
よ

う
な
仕
事
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

三
月
に
咲
く
花
【
沈
丁
花
】

　
　

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
の
名
は
、
香
木
の
沈
香
（
ジ

ン
コ
ウ
）
の
よ
う
な
い
い
匂
い
が
あ
り
、
丁
子

（
チ
ヨ
ウ
ジ
）
の
よ
う
な
花
を
つ
け
る
こ
と
か

ら
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　

室
町
時
代
に
大
成
さ
れ
た
も
の
に
茶
道
、
華

道
、
香
道
が
あ
り
、
貴
族
（
文
化
人
）
の
た
し

な
み
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

因
み
に
、
沈
香
は
東
南
ア
ジ
ア
の
み
産
出
す

る
天
然
の
香
木
で
あ
り
、
正
倉
院
に
あ
る
国
宝

の
沈
香｢

蘭
麝
待
（
ら
ん
じ
ゃ
た
い
）」
を
削
っ

た
証
拠
と
し
て
足
利
義
政
、
織
田
信
長
、
明
治

天
皇
の
名
前
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

 (
花
こ
と
ば)　

栄
光

　

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
／
常
緑
低
木
／
中
国
南
部

●　

盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や　

周
辺
地
域
の
話

題
、
写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ

Ａ
本
・
支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

08481050157
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プラス割引　共済掛金がおトクに
しあわせ特典　施設利用やお買い物などの優待割引

ＪＡ共済と、
もっと仲良く
なってください。

「ひと・いえ・くるま」の保障をまとめる「しあわせ夢くらぶ」。うれしい特典が、もりだくさん！

Ｊ
Ａ
厚
生
連

　

皆
様
は
年
に
１
回
の
健
康
診
断
を
受
診
さ

れ
て
い
ま
す
か
？
Ｊ
Ａ
熊
本
厚
生
連
で
は
、

各
種
健
康
診
断
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
は
超
音
波
検
診
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

超
音
波
検
診
と
は
、
プ
ロ
ー
ブ
と
呼
ば
れ

る
装
置
を
体
に
あ
て
、
臓
器
の
形
や
組
織
の

状
態
に
よ
っ
て
返
っ
て
く
る
反
射
波
を
受
信

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
断
面
像
を
画
像
化
し

て
診
断
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、受
診
者
に
と
っ

て
安
全
で
苦
痛
が
な
く
、
繰
り
返
し
検
査
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
腹
部
超
音
波
と
乳
房
超
音
波

の
２
種
類
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
腹

部
超
音
波
検
査
で
は
主
に
、
肝
臓
・
胆
の
う
・

膵
臓
・
腎
臓
・
脾
臓
の
５
臓
器
を
対
象
と
し
、

ガ
ス
や
脂
肪
な
ど
の
条
件
が
と
と
の
え
ば
、

子
宮
・
卵
巣
・
膀
胱
・
前
立
腺
・
大
動
脈
等

も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
脂
肪
肝
・

肝
の
う
胞
・
肝
血
管
腫
・
胆
石
・
胆
の
う
ポ

リ
ー
プ
・
腎
結
石
等
の
良
性
疾
患
は
も
と
よ

り
、
肝
臓
癌
・
胆
の
う
癌
・
腎
癌
・
膵
臓
癌

等
の
悪
性
腫
瘍
性
病
変
に
つ
い
て
も
自
覚
症

状
や
血
液
検
査
の
異
常
が
出
現
す
る
以
前
に

見
つ
け
出
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
乳
房
超
音

波
検
査
で
は
、
触
診
で
は
分
か
り
に
く
い
数

ミ
リ
単
位
の
腫
瘤
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
本
会
で
約
４
万
３
千
人

の
方
が
腹
部
・
乳
房
超
音
波
検
診
を
受
診
さ

「
超
音
波
検
診
の
す
す
め
」

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
約
１
・
５
％
の
方

は
病
院
で
の
精
密
検
査
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
精
密
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方

の
中
で
、
40
例
の
悪
性
疾
患
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　

検
診
を
受
診
し
て
要
精
密
検
査
の
判
定
さ

れ
て
も
、
病
気
と
診
断
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
病
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

健
康
診
断
は
、
一
つ
の
検
診
項
目
だ
け
で

は
全
体
を
調
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
超

音
波
検
診
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
検
診
も
併

せ
て
受
診
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
結
果
を
も

と
に
、
健
康
維
持
・
生
活
改
善
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

Ｊ
Ａ
熊
本
厚
生
連　

臨
床
検
査
技
師　

川
内　

友
美

「
さ
あ
！

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
へ
」。

総
合
口
座

定
期
積
金

給
与
振
込

Ｊ
Ａ
カ
ー
ド

JAバンク熊本JAバンク熊本
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